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事 業 カ ル テ 4年度決算 交通対策担当

02-01-10-105 地域密着型交通運行事業

◇事業の位置づけ等

事務の種類 自治事務 基礎となる法令 交通政策基本法、道路運送法

第五次総合計画
基本計画体系

目指すまちの姿 いつまでもみんなが住み続けられる安全で快適なまち

政策 E2 安心して快適に暮らし、移動できるまちづくり

施策 4 街の活力を高める交通ネットワークの強化

関連する施策 ― ― ― ― ―

◇令和4年度の事業の実施内容 事業開始の時期 平成13年度以前

事業の目的、
令和4年度の目標

交通不便地域の解消と高齢者等移動制約者の日中の移動手段を確保するため、既存路線のミニバス
運行を実施する。

予算の執行方法
多摩市ミニバスの運行に伴い、生じた運行経費から運行収入を差し引いた不足分を補助金として交付
する。

関連する個別計画 多摩市交通マスタープラン、多摩市地域公共交通再編実施計画

関連する報告書など ―

事業開始の経緯、
これまでの見直し・改善など

平成9年11月より多摩市ミニバスの運行を開始、平成11年6月に路線の一部変更、平成15年1月、5月
に新規路線を含む路線変更、平成17年4月からは一部区間での始発・終車の増便を行った。平成20年
4月にも一部路線変更を行い、平成23年度には、東西線において早朝時間帯を増便した。平成24年度
に多摩市ミニバス検討委員会を設置し、平成26年10月に南北線の路線変更を行ったほか、平成29年
及び平成30年に乞田地域でのバスとタクシーを活用した実証実験を行った。
なお、令和2年度から多摩市地域公共交通再編実施計画に基づく実証実験に着手する予定であった
が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響からその実施の延期を余儀なくされた。

60,835

0

事業にかかる実コスト 50,522 60,488 62,684 59,468 65,566

事業の成果
多摩市ミニバスを運行することで、交通不便地域の解消及び高齢者等移動制約者の移動手段を確保
した。

◇事業にかかる費用
区　　　　　分 平成30年度（決） 令和元年度(決) 令和2年度(決) 令和3年度(決) 令和4年度(決)

決算額(単位：千円） 49,682 54,909 61,428 55,327 60,835

0

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0

0 0 0 0 0

◇成果指標
指標の種類 指標について 令和3年度 令和4年度

0 0 0 0 0

0 0 0

49,682 54,909 61,428 55,327

内
 

訳

直
接
経
費

間
接
経
費

国庫支出金
都支出金
地方債

その他特定財源
一般財源

職員人件費

その他の人件費

《従事人員数》

令和5年度

活動指標
(アウトプット)

ミニバスの運行

目標 2路線 2路線 2路線

結果 2路線 2路線  ―

成果指標
(アウトカム)

ミニバスの運行収入額

目標 53,000千円 47,000千円 55,000千円

結果 58,914千円 62,862千円  ―

特 記 事 項 ―

◇自己点検
成
果
指
標

の
推
移

今後の見通し 今
後
の

方
向
性

今後の課題や方向性に関するコメント

量
的

ニ
ー

ズ

一
般

財
源

コロナ禍により大幅な減少に転じていたミニバスの利用者数は、コロナ禍前の水準に戻ることは難
しいが、回復傾向は見えつつある。しかしながら、燃料費や人件費の高騰が収支状況に影響を与
えている。B A A イ

840 5,579 1,256 4,141 4,731

0.10 0.65 0.15 0.50 0.57
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◇　執行状況及び成果等

１　多摩市ミニバス運行等補助金及び利用状況

種別

年度 東西線 南北線

49,020,000 631,450 74,095

54,850,000 616,120 60,225

61,369,000 458,805 44,895

55,268,000 594,950 52,650

60,776,000 635,465 60,225

２　運行収支状況

　南北線

種別

年度

6,264,458 25,969,444 △ 19,704,986

6,286,046 24,192,408 △ 17,906,362

5,155,108 23,287,494 △ 18,132,386

5,797,701 23,715,335 △ 17,917,634

6,234,938 25,451,546 △ 19,216,608

　東西線

種別

年度

62,814,039 93,353,059 △ 30,539,020

60,542,212 97,492,488 △ 36,950,276

47,329,082 90,566,310 △ 43,237,228

53,116,749 90,467,220 △ 37,350,471

56,627,497 98,187,182 △ 41,559,685

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

②支出（円）
差引収支

（①－②）（円）

①収入（円） ②支出（円）
差引収支

（①－②）（円）

①収入（円）

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和３年度

令和４年度

平成30年度

運行補助金
（円）

平成30年度

令和元年度

令和２年度

交通対策担当

02-01-10-105 地域密着型交通運行事業

年間利用人員（人）※推計

原稿は、

必要な余白を確保しています。

※

提出は、この

のみです。

※
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事 業 カ ル テ 4年度決算 文化・生涯学習推進課

02-01-11-112 多摩市立複合文化施設等管理運営事業

◇事業の位置づけ等

事務の種類 自治事務 基礎となる法令 「文化芸術基本法」、「劇場、音楽堂等の活性化に関する法律」、「みんなの文化芸術条例」

第五次総合計画
基本計画体系

目指すまちの姿 みんなで楽しみながら地域づくりを進めるまち

政策 C2 豊かな心を育む、学びと文化、交流のまちづくり

施策 3 文化の継承と創造

関連する施策 C2-1 C2-2 D1-4 ― ―

◇令和4年度の事業の実施内容 事業開始の時期 平成13年度以前

事業の目的、
令和4年度の目標

【事業の目的】パルテノン多摩共同事業体を指定管理者としてパルテノン多摩の管理運営を任せること
で、市における文化芸術の振興ひいては地域の発展に寄与する
【令和4年度の目標】①令和4年4月から会議室・練習室等の諸室の貸出を再開②令和4年7月にグラン
ドオープンし、ホール・オープンスタジオ・クラフトラボ含む全諸室の貸出を再開③令和4年7月から再開
館記念事業を実施

予算の執行方法

複合文化施設等指定管理料：指定管理者に対する指定管理料の支払。
修繕料：指定管理者の責任の範囲外で発生した建物の破損等に関する修繕費の支払。
施設の損害保険料：建物総合損害共済に関する保険料の支払。
品質改善等対応工事費：グランドオープンに向けた施設の品質改善を行う工事費の支払。

関連する個別計画 多摩市立複合文化施設管理運営計画、多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム

関連する報告書など ―

事業開始の経緯、
これまでの見直し・改善など

多摩市立複合文化施設（パルテノン多摩）は、文化芸術の振興、郷土文化の普及・継承、市民文化活
動に寄与し、多摩市及び多摩ニュータウンのシンボルである施設として、昭和62年度に開設した。これ
までの事業改善としては、平成15～17年度に多摩市行財政再構築プランによる見直しを行ったほか、
平成18年度より指定管理制度を導入したことで、単年度あたりの直接経費を着実に削減してきた。
開設から30年余が経過し、施設の劣化が進行してきたことから、令和2年4月から令和4年3月まで休館
し、大規模改修工事を実施した。パルテノン多摩共同事業体を指定管理者とし、令和4年3月27日にプ
レオープン、7月1日にリニューアルグランドオープンを迎えた。

424,058

0

事業にかかる実コスト 364,200 374,161 212,052 266,975 454,765

事業の成果

①再開館記念事業への参加・観賞や新しいミュージアムの利用により、多くの市民が再開館後のパル
テノン多摩を利用し、市の文化振興に寄与した。
②パルテノン多摩に多くの施設利用者や事業参加者が来館したことで多摩センターエリアの活性化に
寄与した。

◇事業にかかる費用
区　　　　　分 平成30年度（決） 令和元年度(決) 令和2年度(決) 令和3年度(決) 令和4年度(決)

決算額(単位：千円） 360,000 360,000 191,962 247,925 424,058

0

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0

0 0 0 10,594 0

◇成果指標
指標の種類 指標について 令和3年度 令和4年度

0 0 0 0 0

0 0 0

360,000 360,000 191,962 237,331

内
 

訳

直
接
経
費

間
接
経
費

国庫支出金
都支出金
地方債

その他特定財源
一般財源

職員人件費

その他の人件費

《従事人員数》

令和5年度

活動指標
(アウトプット)

施設利用総回数

目標 　― 9,000回 9，000回

結果 ― 6,254回  ―

成果指標
(アウトカム)

事業入場者数・施設利用者数

目標 　― 500,000人 520,000人

結果 ― 343,036人  ―

特 記 事 項
令和4年7月1日がグランドオープンのため、令和4年4月～6月の間大ホール、小ホール、オープンスタ
ジオの貸出し(利用)はなかった。
施設利用者数にこどもひろばOLIVEの利用者は含めない。

◇自己点検
成
果
指
標

の
推
移

今後の見通し 今
後
の

方
向
性

今後の課題や方向性に関するコメント

量
的

ニ
ー

ズ

一
般

財
源

ハードとソフトの両面による様々な課題を指定管理者と共に解決しつつ、市民に満足してもらえる運
営を実現する。また、より多くの市民に利用してもらえる施設を目指し、これまでにない施設利用に
つながる取組と市民への周知を進める。N A B イ

4,200 14,161 20,090 19,050 30,707

0.50 1.65 2.40 2.30 3.70

75



◇　執行状況及び成果等

〇施設利用総回数（利用コマ数）

30 元 2 3 4

大ホール 387 ― ― ― 517

小ホール 599 583 ― ― 497

オープンスタジオ(旧特別展示室) 483 545 ― ― 328

市民ギャラリー 451 490 ― ― 387

リハーサル室 658 507 ― ― 575

練習室１(旧第１練習室) 780 659 ― ― 592

練習室２(旧第２練習室) 513 304 ― ― 344

練習室３(新規貸室) ― ― ― ― 322

クラフトラボ(新規貸室) ― ― ― ― 77

クラフトラボﾞ(旧アトリエ) 365 197 ― ― 95

クリエイティブラボﾞ１(旧第４会議室) 447 401 ― ― 203

クリエイティブラボﾞ２(旧第５会議室) 362 380 ― ― 150

会議室１(旧第１会議室) 470 447 ― ― 424

会議室２(旧特別会議室) 333 331 ― ― 451

会議室３(旧第２会議室) 482 435 ― ― 405

会議室４(旧第３会議室) 432 419 ― ― 414

会議室５(旧第１和室) 238 282 ― ― 360

コミュニティラウンジ(新規貸室) ― ― ― ― 113

旧第２和室 246 222 ― ― ―

旧学習室 419 400 ― ― ―

合計 7,665 6,602 0 0 6,254

・大ホールは、大規模改修工事のため平成３０年１２月に使用中止とした

・令和２～３年度は大規模改修工事による休館のため、実績無し

〇事業入場者数(参加者等も含む)

30 元 2 3 4

事業入場者数(A)＝(B)+(C)+(D) 190,908 193,408 － － 94,935

施設内での主催事業等(B) 67,125 42,209 － － 39,378

共用部等での主催事業等(C) 47,552 66,635 － － 5,548

展示事業(ミュージアム等)(D) 76,231 84,564 － － 50,009

主催事業等(E)=(F)+(G)＝(B)+(C) 114,677 108,844 － － 44,926

主催・共催・提携(F) 94,598 93,661 － － 29,651

市民活動支援事業(G) 20,079 15,183 － － 15,275

〇施設利用者数

30 元 2 3 4

施設利用者数(H)=(I)＋(B) 303,344 164,907 － － 287,479

貸館利用者数(I) 236,219 122,698 － － 248,101

施設内での主催事業等(B)　再掲 67,125 42,209 － － 39,378

事業入場者数・施設利用者数 30 元 2 3 4

合計(A)＋(H)－(B) 427,127 316,106 0 0 343,036

文化・生涯学習推進課

02-01-11-112 多摩市立複合文化施設等管理運営事業

原稿は、

必要な余白を確保しています。

提出は、この

もののみです。

※
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◇　執行状況及び成果等

●執行状況 （単位：円）

30 元 2      3 ※1 4

60,786 33,267 22,284 0 16,884

32,400 44,000 36,300 0 44,000

0 0 0 0 14,151

93,186 77,267 58,584 0 75,035

※1 令和3年度は新型コロナの影響で予算化せず

※2 令和4年度は、永山駅前「ミラーモービル～光と色のささやき～」の清掃業務を実施。

合計

屋外美術品保険料

文化・生涯学習推進課

02-01-12-115

　※事業カルテ作成対象外事業のため事業カルテ及び診断書の作成は省略しています。
   　事業の概要については事業別歳出決算額一覧表をご覧ください。

文化推進事務経費

設置彫刻保守

業務委託料 ※2

年度

消耗品
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事 業 カ ル テ 4年度決算 文化・生涯学習推進課

02-01-12-116 都市交流推進事業

◇事業の位置づけ等

事務の種類 自治事務 基礎となる法令 ―

第五次総合計画
基本計画体系

目指すまちの姿 みんなで楽しみながら地域づくりを進めるまち

政策 C2 豊かな心を育む、学びと文化、交流のまちづくり

施策 2 多様な交流による地域づくり

関連する施策 ― ― ― ― ―

◇令和4年度の事業の実施内容 事業開始の時期 平成13年度以前

事業の目的、
令和4年度の目標

【事業の目的】
昭和61年に友好都市提携を結んだ富士見町と連携し、両市町による市民の相互交流と魅力発信によ
るいきいきとしたコミュニティづくりを目指す。
【令和4年度の目標】
・新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で、お互いの市町で行うお祭りやイベントに相互に参加し、
市民レベルでの交流を引き続き促進することで、友好都市に関する認知度を高めていく。
・新型コロナウイルス感染症拡大等、様々な社会状況に対応しながら、継続的に行うことのできる事業
内容や実施手法等について、富士見町と協議・検討を行う。

予算の執行方法 ・「富士見町の特産品販売会」事業費　（野菜等の仕入れや消耗品の購入など）

関連する個別計画 ―

関連する報告書など ―

事業開始の経緯、
これまでの見直し・改善など

平成8年より、富士見町のオッコー祭りに踊り連「友好都市多摩市」として参加している。平成17年度より
「入笠”花の里”植栽ボランティア活動」に参加、当事業終了後も、入笠山での「すずらん植栽事業」を
実施してきた。平成29年に友好都市提携30周年記念事業の一環として「ハロウィンin多摩センター及び
サンリオピューロランドへの富士見町民招待事業」を実施し、以降継続して実施している。令和2年度及
び令和3年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、予定していた交流事業は全て中止とし、
代替の取り組みとして「特産品販売会」を実施した。

55

0

事業にかかる実コスト 2,623 3,044 3,450 4,705 2,545

事業の成果

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、予定していた「すずらん植栽事業」、「オッコー祭りに参
加する旅」、「ハロウィンin多摩センター及びサンリオピューロランドへの富士見町民招待事業」の市民
交流事業3事業すべてが中止となったことを受け、代替えの取り組みとして実施した「特産品販売会」
は、多くの市民に来場いただき、直接的な交流が難しい中でもつながりを感じることができ、友好都市
富士見町の認知度向上につながった。また市役所ロビー展示などを行うとともに、パルテノン多摩での
市制施行50周年記念式典の際に、富士見町からのビデオレター公開や富士見町紹介展示を実施し
た。

◇事業にかかる費用
区　　　　　分 平成30年度（決） 令和元年度(決) 令和2年度(決) 令和3年度(決) 令和4年度(決)

決算額(単位：千円） 103 469 102 150 55

0

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0

0 0 0 0 0

◇成果指標
指標の種類 指標について 令和3年度 令和4年度

0 0 0 0 0

0 0 0

103 469 102 150

内
 

訳

直
接
経
費

間
接
経
費

国庫支出金
都支出金
地方債

その他特定財源
一般財源

職員人件費

その他の人件費

《従事人員数》

令和5年度

活動指標
(アウトプット)

事業実施回数

目標 2回 3回 3回

結果 1回 1回  ―

成果指標
(アウトカム)

事業への市民参加数

目標 70人 96人 96人

結果 225人 350人  ―

特 記 事 項 ―

◇自己点検
成
果
指
標

の
推
移

今後の見通し 今
後
の

方
向
性

今後の課題や方向性に関するコメント

量
的

ニ
ー

ズ

一
般

財
源

継続的かつ自発的な市民交流を広げていくため、事業参加者の世代交代や拡大を見据え、富士
見町と協議を行いながら、今後の事業の企画や自治体間の連携について検討していく必要があ
る。B B B イ

2,520 2,575 3,348 4,555 2,490

0.30 0.30 0.40 0.55 0.30
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◇　執行状況及び成果等

友好都市富士見町交流事業における市民参加

●植栽事業　

年度

30

元

2

3

4

平成30年度・令和２～4年度は、植栽事業の実施なし。

●富士見町オッコー祭りに参加する旅

年度

30

元

2

3

4

平成30年度は荒天のため、事業中止

令和２～4年度は、新型コロナウィルスの影響でツアー事業の実施なし。

●「ハロウィンin多摩センター及びサンリオ・ピューロランド富士見町民招待事業」

年度

30

元

2

3

4

令和２～4年度は、新型コロナウィルスの影響で招待事業の実施なし。

●富士見町特産品販売会（新型コロナウィルスの影響で中止となった事業の代替として実施）

年度

2

3

4

●事業費内訳 (単位：円）

年度 職員 消耗品 洗濯 業務 会場 入場料 駐車場 計

30 0 9,711 0 39,042 11,400 39,000 3,200 102,353

元 24,600 8,270 12,000 381,640 11,400 28,000 3,200 469,110

2 0 102,183 0 0 0 0 0 102,183

3 0 149,984 0 0 0 0 0 149,984

4 0 6,366 0 48,950 0 0 0 55,316

350

購買者数(人)

120

225

10月22日（水）

10月27日（水）

10月28日（水）

実施日

-

-

--

-

-

参加者数(人)

公募町民

39

3010月26日（土）

10月27日（土）

実施日

-

-

--

-

-

参加者数(人)

公募市民

-

277月27日(土)・28日(日)

-

実施日

-

-

-

-

参加者数(人)

公募市民

-

34

-

文化・生涯学習推進課

02-01-12-116 都市交流推進事業

-

実施日

-

6月15日（土） 原稿は、

必要な余白を確保しています。

提出は、この

のみです。

※
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（ ）

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

人 人 人 人 人

千円 千円 千円 千円 千円

・「地域における多文化共生推進プラン」の改訂や東京都の多文化共生推進施策の動向を踏まえ
つつ、多摩市国際交流センターと連携・協力を深めていく。また、令和6年度には多文化共生推進
基本方針を策定し、「やさしい日本語」の普及促進に関する取組みなどを進め、多文化共生社会
の実現を目指していく。A A A イ

特 記 事 項 国際交流員制度見直しのため、令和4年度より活動指標を変更。

◇自己点検
成
果
指
標

の
推
移

今後の見通し 今
後
の

方
向
性

今後の課題や方向性に関するコメント

量
的

ニ
ー

ズ

一
般

財
源

成果指標
(アウトカム)

国際化推進事業（外国人生活支援業務等
及び国際交流センター主催事業）への市民
参加者数

目標 5,000人 5,000人 5,000人

結果 3,608人 4,010人 ―

◇成果指標
指標の種類 指標について 令和3年度 令和4年度 令和5年度

活動指標
(アウトプット)

外国人支援業務及び多言語翻訳業務の延
べスタッフ数

目標 ― 2,000人 2,000人

結果 ― 2,106人 ―

事業の成果

・令和3年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の対策を講じながら、日本語教室や生活相談室等
の市内在住外国人への生活支援を継続して実施した。また、外国人向け生活情報紙を多言語で発行
した他、令和3年度に開始した申請書や案内等の多言語翻訳も引き続き、国際交流センターへの委託
事業として実施し、在住外国人への効率的な情報提供とコミュニケーション支援の充実を図った。
・多摩市国際交流センターへ補助金を交付し、団体主催の国際交流事業等の実施を支援することで、
市民の国際交流・国際理解の機会の創出に寄与することが出来た。
・令和4年度も市職員を対象とした「やさしい日本語」の庁内研修を実施したほか、たま広報や公式ホー
ムページで、外国人にとって分かりやすい「やさしい日本語」の考え方や書き換えのポイントなどを広く
市民へ周知し、外国人が安心して生活できる多文化共生社会の推進を図った。

◇事業にかかる費用
区　　　　　分 平成30年度（決） 令和元年度(決) 令和2年度(決) 令和3年度(決) 令和4年度(決)

◇令和4年度の事業の実施内容 事業開始の時期 平成13年度以前

事業の目的、
令和4年度の目標

【事業の目的】
地域の国際化及び多文化共生社会の実現を目指し、多様な交流と共生によるまちづくりを推進する。
【令和4年度目標】
・日本語教室、生活相談、外国人児童生徒に対する日本語指導、災害時における外国人の対応の整
理等に加え、庁内各課で使用する申請書や案内等の多言語翻訳を実施し、支援の拡充を図る。
・外国人にとって理解しやすい「やさしい日本語」の活用を推進する。

予算の執行方法
・外国人支援業務委託の委託料
・多言語翻訳業務委託の委託料
・国際化推進のため、多摩市国際交流センターへの補助金

関連する個別計画 2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた多摩市の取組方針、多摩市地域防災計画

関連する報告書など 多摩市国際交流推進委員会報告書

事業開始の経緯、
これまでの見直し・改善など

平成5年度に多摩市国際交流センターが設立。平成17年度から、専任の事務局長を置くこととし、在住
外国人支援事業(日本語教室・多摩市の生活情報紙【HAND　in　HAND　in　たま】の発行・生活相談)
を協働指定委託事業として、多摩市国際交流センターへ委託した。平成29年度には、在住外国人向
けの生活支援策等の情報提供を図るため、多摩市国際交流センターの案内等を市内在住外国人へ
送付し、以降継続して実施している。また、新たに令和3年度1月からは庁内各課で使用する申請書や
事業案内などの多言語翻訳も多摩市国際交流センターに委託し、実施している。そのほか、外国人に
とってわかりやすい「やさしい日本語」に関する研修を職員向けに行うなど、やさしい日本語の庁内・庁
外での普及・活用促進のための取組みを行っている。

第五次総合計画
基本計画体系

目指すまちの姿 みんなで楽しみながら地域づくりを進めるまち

政策 C2 豊かな心を育む、学びと文化、交流のまちづくり

施策 2 多様な交流による地域づくり

関連する施策 E1-1 - - - -

事 業 カ ル テ 4年度決算 合体カルテ 文化・生涯学習推進課

02-01-12-118
02-01-12-119

国際化推進事業
多摩市国際交流センター補助事業

◇事業の位置づけ等
事務の種類 自治事務 基礎となる法令 -

0

5,661 6,959 8,743

事業にかかる実コスト 8,910 9,449 14,032 21,868 17,042

決算額(単位：千円） 5,970 6,016

0 0

0

内
 

訳

直
接
経
費

国庫支出金 0 0 0 0 0

都支出金 895 885 866 1,160 714

地方債 0 0 0 0 0

その他特定財源 0 0

一般財源 5,075 5,131 4,795 5,799 8,029

間
接
経
費

職員人件費 2,940 3,433 8,371 14,909 8,299

《従事人員数》 0.35 0.40 1.00 1.80 1.00

その他の人件費 0 0 0 0
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◇　執行状況及び成果等

外国人支援業務委託（その１・その２）

日本語を母語としない市民に向けて、「初級日本語教室」や「生活相談室」の開室、

「月刊生活情報紙」の発行を多摩市国際交流センターへ委託して実施した。

＜日本語教室延べ参加者数＞（単位：人）

年度 人数

平成30年度 2,572

令和元年度 2,602

令和2年度 1,503

令和3年度 2,233

令和4年度 2,754

＜生活相談室参加者数＞（単位：人）

年度 人数

平成30年度 3

令和元年度 3

令和2年度 7

令和3年度 3

令和4年度 4

＜外国人支援業務延べスタッフ数＞（単位：人）

年度 人数

平成30年度 1,904

令和元年度 2,177

令和2年度 1,465

令和3年度 2,091

令和4年度 2,095

多言語翻訳業務委託

庁内窓口で使用する申請書や事業・制度の案内等の多言語翻訳を多摩市国際交流

センターへ委託して実施した。

＜多言語翻訳業務委託延スタッフ数＞（単位：人）

年度 人数

平成30年度 -

令和元年度 -

令和2年度 -

令和3年度 11

令和4年度 11

文化・生涯学習推進課

02-01-12-118 国際化推進事業

概要

生活上必要最低限の日本語を学ぶ教室を月曜2クラス（多

摩センター・永山）・木曜2クラス（桜ヶ丘〔午前・午

後〕）・土曜1クラス（桜ヶ丘）の計5クラスを開室。３

密を避け、パーテーションを活用するなど、新型コロナウ

イルス感染症防止対策を講じた上で、オンラインを併用し

ながら実施した。

多言語翻訳業務委託の業務に従事した翻訳者等の延べス

タッフ人数

概要

日本語を母語としない市民を対象に生活相談室を開室し

た。母国語での対応が必要な場合は、通訳等により対応し

た。相談の内容に応じて専門機関などを紹介した。

備考

外国人支援業務委託（その1・その2）の業務に従事した

多摩市国際交流センターの延べスタッフ人数

備考

提出は、この

のみです。

※
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◇　執行状況及び成果等

多摩市国際交流センターは、国際交流に関する情報提供、各種団体間の相互連携の促進、

国際交流に関する調査・研究、国際交流の場の提供、在住外国人への支援等の事業を実

施し、多文化共生社会の推進に寄与した。

＜多摩市国際交流センター主催事業市民参加者数＞（単位：人）

年度 人数

平成30年度 1,916

令和元年度 2,496

令和2年度 998

令和3年度 1,372

令和4年度 1,252

＜多摩市国際交流センター補助金交付額＞（単位：円）

年度 補助額

平成30年度 3,780,000

令和元年度 3,780,000

令和2年度 3,780,000

令和3年度 3,780,000

令和4年度 3,780,000

文化・生涯学習推進課

02-01-12-119 多摩市国際交流センター補助事業

原稿は、

必要な余白を確保しています。

※
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（ ）

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

人 人 人 人 人

千円 千円 千円 千円 千円

0 0 10,045 6,626 8,299

0.00 0.00 1.20 0.80 1.00

令和5年度に策定するビジョンを基に、具体的な施策を実施するための実行計画の策定や、計画
の評価を行う外部機関の設置などについて検討していく。多摩シネマフォーラムでの、より有効な
シティセールスの方策を検討していく。N A A イ

特 記 事 項
新型コロナの影響や他事業との関連及び人的資源の関係から、文化芸術ビジョン策定のスケジュール
を、令和4年度完了予定を令和5年度上半期完了に延長している。

◇自己点検
成
果
指
標

の
推
移

今後の見通し 今
後
の

方
向
性

今後の課題や方向性に関するコメント

量
的

ニ
ー

ズ

一
般

財
源

成果指標
(アウトカム)

①文化条例の制定または文化方針の改定
②テレビおよび新聞の掲載媒体数
③展示事業への来場者数

目標
①文化条例の制定

②―　③―

①ビジョンの策定
②20

③2,400人

①ビジョンの策定
②20
③―

結果
①文化条例の制定

②―　③―

①素案の策定
②18

③2,867人
 ―

令和5年度

活動指標
(アウトプット)

①文化芸術計画策定委員会の開催
②映画祭の開催支援
③展示事業数

目標
①3回

②―　③―

①6回
②映画祭の開催

③3事業

①2回
②映画祭の開催

③―

結果
①2回

②―　③―

①4回
②映画祭の開催

③3事業
 ―

内
 

訳

直
接
経
費

間
接
経
費

国庫支出金
都支出金
地方債

その他特定財源
一般財源

職員人件費

その他の人件費

《従事人員数》

0

0 0 0 0 2,000

◇成果指標
指標の種類 指標について 令和3年度 令和4年度

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 491 166

0 0 0 0 0

0 0 0 0

2,131

0

事業にかかる実コスト 0 0 10,536 6,792 12,430

事業の成果

①計画策定の前段階として、将来ビジョンを策定するため、文化芸術ビジョン検討委員会を設置し、委
員会で意見交換や検討を行った。　②映画祭が各種メディアに掲載されたことで、シティーセールスの
発信に寄与した。　③多摩市市制施行50周年記念展示を通じて、市制施行以前のくらしの様子から現
在に至る地域の変遷を知ってもらい、市民のふるさと意識やシビックプライドの醸成を進めた。

◇事業にかかる費用
区　　　　　分 平成30年度（決） 令和元年度(決) 令和2年度(決) 令和3年度(決) 令和4年度(決)

決算額(単位：千円） 0 0 491 166 4,131

0

◇令和4年度の事業の実施内容 事業開始の時期 令和2年度

事業の目的、
令和4年度の目標

【事業の目的】市全体の文化施策を推進する
【令和4年度目標】①文化芸術振興計画等に関する策定委員会を設置し、令和5・6年度で策定する計
画の前段階として市の文化芸術の将来像を市民と共有するビジョンを策定する。　②市民主体の団体
により運営され、全国的にも高い水準で実施されている映画祭に対し、補助金による支援を行う。　③
市制施行以前のくらしの様子から現在に至る地域の変遷を市民に知ってもらう展示を実施する。

予算の執行方法 ①策定委員会の委員謝礼や消耗品　②映画祭への補助金　③展示に関する委託費

関連する個別計画

関連する報告書など 多摩市立複合文化施設等管理運営計画策定委員会報告書

事業開始の経緯、
これまでの見直し・改善など

令和元年度に行った多摩市立複合文化施設等管理運営計画策定委員会から、文化芸術条例の必要
性について提言を受けた。令和2年度より、文化芸術条例の制定に向け、文化芸術方針検討委員会を
設置し、委員会での検討を踏まえ、令和3年9月に「多摩市みんなの文化芸術条例」を公布した（令和4
年4月1日施行）。令和4年度より、条例に基づき、文化芸術に関する施策の計画的な推進に向けて、計
画策定に向けた取り組みを開始した。

第五次総合計画
基本計画体系

目指すまちの姿 みんなで楽しみながら地域づくりを進めるまち

政策 C2 豊かな心を育む、学びと文化、交流のまちづくり

施策 3 文化の継承と創造

関連する施策 A2-2 C2-1 C2-2 D1-2 ―

事 業 カ ル テ 4年度決算 文化・生涯学習推進課

02-01-12-867 文化施策推進事業

◇事業の位置づけ等

事務の種類 自治事務 基礎となる法令 文化芸術基本法、多摩市みんなの文化芸術条例
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◇　執行状況及び成果等

【多摩市文化芸術ビジョン検討委員会　開催概要】

回次

第1回

第2回

第3回

ワーク

ショップ

第4回

【多摩市市制施行50周年記念展示事業　入場者数】

人数

718名

2,149名

【多摩映画祭　参加人数と掲載媒体】

①開催期間：令和4年11月12日(土)～27日(日)

②参加人数：9,037人

③掲載メディア：テレビ13番組、新聞5社ほか、ネットニュース等多数

【執行状況】

4,130,770円

内容

多摩市文化芸術ビジョン検討委員会　委員謝礼

多摩市文化芸術ビジョン検討委員会　消耗品費

多摩市文化芸術ビジョン検討委員会（ワークショップ）　食糧費

多摩市文化芸術ビジョン検討委員会（ワークショップ）　会場使用料

多摩映画祭補助金

多摩市制施行50周年記念展示事業業務委託料

計

8,570円

3,900円

7,800円

1,850,000円

1,999,800円

文化・生涯学習推進課

02-01-12-867 文化施策推進事業

金額

260,700円

令和4年8月6日(土)～29日(月)

期間内容

「原画と民具で見る『やとのいえ』」（有料）

「多摩市50年のあゆみ　市民が選ぶ多摩の宝物」

・アンケート・ワークショップの実施報告について

・ビジョンの素案について

　令和4年4月1日施行の「多摩市みんなの文化芸術条例」に基づき、文化芸術に関する施策の計画的な推

進に向けて、計画策定に向けた取り組みを開始した。

　多摩市市制施行以前のくらしの様子から現在に至る地域の変遷に関する展示を、多摩市文化振興財団へ

委託し、パルテノン多摩にて行った。

　市民主体の団体により運営されている映画祭「TAMA CINEMA FORUM」に対し、補助金による支援事

業を行った。

令和4年10月13日(木)

18:00～20:00

令和4年11月30日(水)

18:00～20:00

令和4年8月6日(土)～29日(月)

令和4年12月21日(水)

18:00～20:00

令和5年2月18日(土)

14:00～16:10

令和5年3月22日(水)

18:00～20:00

日時 内容

・委員長、副委員長の選任

・多摩市文化芸術ビジョン検討委員会全体の流れについて

・文化芸術を取り巻く社会情勢の変化・多摩市の変化について

・ビジョンの柱・街・市民について

・アンケートとワークショップについて

・ビジョンの柱・街・市民について

・アンケートとワークショップについて

・テーマ：文化芸術の将来像を一緒に考えませんか？
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